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歯科技工所ベースアップ支援料
について

制度の概要｜令和8年度改定で新設

● 令和8年度診療報酬改定で新設された
評価項目です。

● 目的： 歯科技工士の処遇改善・
人材確保、 補綴物の安定供給の維持。

● 歯科医院で届出・算定 し、その支援分
を歯科技工所へ反映する仕組みです 。

算定点数（補綴物 装着時）

1装置 15点
M005 ／N008 等

補綴物装着時に算定
＝ 全額が技工所へ反映

KEY MESSAGE ｜先生にお願いする中心業務

エクセルデータ 入力例 ※歯科医院にご対応いただく内容です

歯科技工所にて歯科技工士勤務者に｢歯科技工所ベースアップ支援料｣の項目で給
与として支給する。

医院様にご対応いただく 主な内容は、
所定のExcel 様式を厚生局へメール にてご提出
いただくお手続きとなります 。
丁寧な対応で協力をお願いしましょう。
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歯科技工所ベースアップ支援料

算定回数の考え方
M005 装着区分で「 1個につき」または「 1装置につき」算定。 連結冠とブリッジ（ Br）の数え方を間違えやすい点 に注意します。

CATEGORY 1

1. 歯冠修復

1個につき

クラウン（連結含む）は 作製した本数分 を算定します。

CATEGORY 2

2. 欠損補綴

1装置につき

ブリッジ（ Br）は 欠損部を含めて 1装置として算定します。

CATEGORY 3

3. 口腔内装置等

1装置につき

睡眠時無呼吸装置・テンポラリークラウン等。

注意 連結冠は「クラウンが何本作られたか」で数え 、
ブリッジは「 1装置」で数える。

具体例｜図で見る数え方

連結冠（⑥⑦ など）

⑥ ⑦

支台歯1本ごとにクラウンが 1つ作製

算定回数 ＝ 2 回（クラウン 2本）

ブリッジ （⑤ 6⑦）

⑤ 6
PONTIC

⑦

欠損部（ポンティック）を含めて 1装置

算定回数 ＝ 1 回（ 1装置）

応用例｜4本のブリッジが 2装置になるケース

構成例：
＝ 2 装置

※ ④⑤は連結されているが、この場合④単冠＋⑤６⑦ Brで２装置として請求する。

QUICK REFERENCE

算定回数
早見表

部位（一例） 算定回数

クラウン or インレー ⑥ 1 回

連結冠 ⑥⑦ 2 回

連結冠 ③②① 3 回

ブリッジ ⑤６⑦ 1 装置

総義歯 7〜1｜1〜7 2 装置

局部床義歯 1 装置

鋳造二腕鈎 1 装置

口腔内装置（無呼吸） 1 装置

テンポラリークラウン 1 装置

支台築造（間接法） 1 装置

NOT APPLICABLE

個人トレー・バイトリム ・仮床試適 は算定不可

出典：歯科技工所ベースアップ支援料に関する Q&A 資料／想定される歯科補綴物等における算定回数（一例） CHIBA DTA ｜ MEMBERS GUIDE

1 装置 1 装置＋

局部床義歯 (１顎 2床) 2装置
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歯科技工所ベースアップ支援料

請求方法と消費税の取扱い
支援料は税抜 136 円・税込 150 円で請求。請求方法は 「別建て請求」 と 「内包」 の2通り、 厚労省は別建て請求を推奨 しています。

CONSUMPTION TAX

消費税の取扱い
EXCLUDING TAX

税抜 136 円

INCLUDING TAX

税込 150 円
歯科技工所ベースアップ支援料には 消費税が含まれています 。
そのため税抜 136 円・税込 150 円となるよう請求してください。

推 奨METHOD ①

別建て請求
補綴物本体とベースアップ支援料を、明細書上で 別の項目として並べて記載 します。

項目 単価 個数 小計

レジン前装金属冠 8,220 4 32,880

ベースアップ支援料 136 4 544

合計（税別） 33,424

メリット 料金体系がシンプルで、医療機関との請求トラブルを防ぎやすい。 厚生労働省保険局が推奨し
ている方法です。

※ 個数欄に補綴物の個数（本数または装置数）を記載し、ベースアップ支援料も同じ個数で請求します。

注 意METHOD ②

歯科技工料金への内包
補綴物の単価に支援料を上乗せして 1行にまとめて記載 する方法です。

項目 単価 個数 小計

レジン前装金属冠
（ベースアップ支援料含む）

8,356 4 33,424

合計 33,424

留意点 同一の補綴物でも 料金体系が複雑化し、請求時のトラブルにつながる可能性があります。請求書に
は「ベースアップ支援料含む」 と明記してください。

※ 単価＝補綴物本体 8,220 円 ＋ 支援料 136 円 ＝ 8,356 円 を1行で記載するイメージです。

ワンポイント
医療機関が支援料を算定しているかは、「医療機関届出情報（地方厚生局）データベース」で確認できます。
請求方法は①別建て請求を選択し、トラブル防止に努めましょう 。

出典：歯科技工所ベースアップ支援料に関する Q&A 資料（会員から多い質問 Q11 〜Q13 ） CHIBA DTA ｜ MEMBERS GUIDE
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